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「
た
き
火
か
ら
の
火
災
に
注
意
！
」

　

火
災
の
出
火
原
因
と
い
え
ば
？

そ
う
聞
か
れ
る
と
タ
バ
コ
や
ガ
ス

コ
ン
ロ
を
思
い
浮
か
べ
る
と
思
い

ま
す
。実
際
に
令
和
５
年
の
全
国

の
火
災
原
因
で
、最
も
多
か
っ
た
の

は「
タ
バ
コ
」で
し
た
。し
か
し
、令

和
６
年（
１
月
～
６
月
末
）全
国
の

火
災
原
因
で
最
も
多
い
の
は「
タ
バ

コ
」で
も「
ガ
ス
コ
ン
ロ
」で
も
な
く
、

枯
れ
草
な
ど
を
寄
せ
集
め
て
焼
く

「
た
き
火
」で
し
た
。

　

よ
く
、田
ん
ぼ
で
こ
の
よ
う
な

光
景
を
見
か
け
る
と
思
い
ま
す
が
、

鳥
羽
市
内
で
も
こ
の
よ
う
な
た
き

火
に
よ
る
火
災
が
毎
年
発
生
し
、

全
国
で
は
た
き
火
か
ら
大
規
模
な

山
火
事
に
な
る
事
例
も
発
生
し
て

い
ま
す
。ま
た
、近
年
の
キ
ャ
ン
プ

人
気
で
、た
き
火
を
す
る
機
会
も

増
え
て
き
て
い
ま
す
。

　

鳥
羽
市
内
で
発
生
し
た
た
き
火

に
よ
る
火
災
で
、火
元
者
に
状
況

を
聞
く
と「
火
は
消
え
た
と
思
っ

た
」、「
こ
ん
な
に
も
燃
え
る
と
は
思

っ
て
い
な
か
っ
た
」と
言
っ
た
声
が

多
く
、水
バ
ケ
ツ
な
ど
の
消
火
の

準
備
も
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。た

き
火
な
ど
、外
で
火
を
取
り
あ
つ

か
う
場
合
に
は
次
の
こ
と
に
注
意
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vol.５し
ま
し
ょ
う
。

① 

空
気
が
乾
燥
し
て
い
る
日
や
風

の
強
い
日
は
行
わ
な
い

② 

水
道
ホ
ー
ス
や
水
バ
ケ
ツ
な
ど

の
消
火
用
具
を
必
ず
準
備
す
る

③ 

火
の
そ
ば
か
ら
絶
対
離
れ
な
い

④ 

最
後
に
火
が
消
え
た
こ
と
を
確

実
に
確
認
す
る

　

ま
た
、た
き
火
な
ど
を
実
施
す

る
場
合
は
、火
災
予
防
条
例
に
よ

る
事
前
の
届
け
出
が
必
要
で
す
。

実
施
す
る
場
合
は
必
ず
、事
前
に

消
防
本
部
へ
の
届
け
出
を
お
願
い

し
ま
す
。

鳥
羽
市
で
発
生
し
た
た
き
火
に
よ
る
火
災

（
約
２
万
㎡
の
田
ん
ぼ
が
焼
損
）

忘れて１
い

７
な

１
い

？　災害用伝言サービス
～事前に決めておこう、安否確認の手段～

　令和6年１月1日に発生した能登半島地震から、１年が経過しました。新年早々の地震
発生に、いつ大きな災害が起きてもおかしくないことを思い知らされました。１月は、家族
で集まる機会が多いと思います。この機会に災害への備えについて家族で話し合い、安
否確認の手段や避難する場所など必要な確認をしておきましょう。

災害用伝言ダイヤル（171）、災害用伝言板（w
ウ エ ブ

eb171）
　大規模災害が発生すると、被災地では停電や通信インフラの損壊・
混雑などにより、連絡が取りにくくなります。そんなときに電話を使っ
て伝言を残せるサービスが、災害用伝言ダイヤル（171）です。インタ
ーネットが使える場合は、災害用伝言ダイヤル（WEB171）や各通信
会社が運用する「災害用伝言板」などの方法もあります。これらは体
験利用できる日もあるので、いざというときに使えるよう平時から準
備しておきましょう。
災害用伝言ダイヤル（171）の使い方　

伝言の録音方法 伝言の再生方法

にダイヤルする

暗証番号を利用する録音は「３」録音する場合は

被災地のかたの電話番号を市外局番からダイヤルしてください。
※被災地内のかたも、市外局番が必要です。

（　　　　）　　 －

ガイダンスが流れます

ガイダンスが流れます

３

１

２

にダイヤルする

暗証番号を利用する再生は「４」再生する場合は

被災地のかたの電話番号を市外局番からダイヤルしてください。
※被災地内のかたも、市外局番が必要です。

（　　　　）　　 －

ガイダンスが流れます

ガイダンスが流れます

３

１

２ ２

体験利用日
◦毎月1日と15日 （0時～24時）
◦正月三

さ ん

が日
に ち

 （1月1日0時～3日24時）
◦防災週間 （8月30日9時～9月5日17時）
◦防災とボランティア週間 （1月15日9時～21日17時）

体験利用について
　1月は体験利用日が多く設定されています。この機会
に、家族・親戚・友人間で体験してみてください。
※ 実際に災害が発生した際には、体験利用できない場合

があります。

携帯電話の番号でも
登録可能です。
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